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□背景・目的
現在，日本はエネルギーの大半を世界からの輸入
に頼っている．したがって，世界の資源の枯渇により
日本でのエネルギーの枯渇は必然的であると考え
られる．その対策として，デンマークやドイツなどの
ヨーロッパ諸国で普及してきているバイオガス発電
技術の普及について検討する．

本研究では，地域別の
食品廃棄物量に注目し
て，電力売却費，土地
代，建設費などの項目
を踏まえ，バイオガス発
電施設を設置した際の
事業性を評価する．

□国内の原料別バイオガス発電施設事例

□分析方法
ケース設定

□事業可能性の評価結果

発電量の算出
建設面積・建設費の算出

□結論

大型集中型 小型分散型

事例調査より求めた近似式に基づいて，建設面積・
建設費を算出する．

処理量
(t/日)

建設
面積
(m²)

建設
費

(億円)

大型施
設

200 20587 4

小型施
設

50 4873 1.5

発電量(kWh/日)の計算式
={バイオマス利用量(t/日)×1000}×ガス発生
係数(m³/kg)×メタンガス含有量(60%)×メタ
ン発熱量(KJ/kg)×発電効果÷3600(KJ/kWh)

食品系 動物性残渣 0.74 0.6 37.18

分類 種
ガス発生係数

(m³/kg)
メタン含有量

メタン発熱量
(KJ/kg)

発電電力量の算出に用いた係数

正方形の1辺の長さの半分
を輸送費とする

輸送費の算出 地域別輸送費

対象地域を正方形と仮定

大型集中
型

小型分散型

建設面積の近似式 建設費の近似式
建設面積・建設費の算出結果

大型分散型

□今後の課題

・大型集中型に関しては，発電効率
25%の場合，すべての地域において
費用が収入を上回る結果となった．

・小型分散型に関しては，東京都・北
海道においては収集量が少ないため，
費用が収入を上回る．一方，沖縄県に
関しては，土地代の安さから費用が収
入を下回った．

・大型分散型に関しては，収集量の増
加に伴って施設費用が増加するため
大きな利益を得ることは難しい．

・大型分散型において，最も事業可能性が高い結果となった．大型分散型では，
北海道で1年、東京都で9年、沖縄県で3年で建設費を回収できる．
・集中型よりも分散型の方が，輸送費が減少するため，事業可能性が高くなる．
・発電効率が上昇すれば，採算を取るために要する年数が大幅に減少する．

・設置場所に関する詳細な設定
・対象原料に家畜糞尿・下水汚泥を追加
・発電方法についての検討
(ガスエンジン・ガスタービンなど)

①大型集中型 ②小型分散型 ③大型分散型
大型施設を1基設置 小型施設を4基設置 大型施設を排出量分設置

発電施設規模

日本全体で排出される有機系廃棄物
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